
日本天文学会2015年春季年会

J137a 「すざく」によるULX天体NGC1313X-1の観測
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Ultra Luminous X-ray source (ULX)は、渦巻銀河の腕に存在する点源天体で、中間質量ブラックホール（BH）
の最有力候補である（牧島 +2000）。今年度の 5月 25日に、代表的な ULX天体である NGC1313 X-1を「すざ
く」で 100 ks 観測し、最も高統計なデータを得た。このとき X-1は、2005年の観測（水野 +2007）についで 2
番目に明るく、ライトカーブではカウントレートで 2倍以上の変動を∼ 10 ksの時間幅で数回繰り返した。そこ
で、カウントレートの大・中・小に時間帯をわけてスペクトルを抽出し、その時間変動を調べた。
X-1のスペクトルは、0.5-10 keVの光度が 1.06× 1040 erg/secから 2.80× 1040 erg/sec上昇するにしたがって

硬くなり、互いのスペクトル比をとると、≤ 1 keVでは一様であるのに対して、≥ 1 keVではエネルギーの冪乗
でカウントが変化している。よってX-1のスペクトルは他のULXと同様、降着円盤の成分+逆コンプトン散乱に
よる冪成分の和（THC model）で再現できると期待される (小林 +2013 秋季年会)。また、光度変化に従い冪成
分の傾きのみが変化していることから、コロナの電子温度は一定で、yパラメタが変動したと示唆される。実際に
THC modelでフィッティングを行うと、全てのスペクトルがよく再現され、電子温度は Te = 1.62 keVで誤差の
範囲内で一致したが、yパラメタに対応する逆コンプトン散乱のベキのみが Γ = 2.16± 0.01から Γ = 1.71± 0.01
とハードになった。コロナの光学的厚みは τ = 12.6から τ = 17.5へ増加し、τ ≥ 10なコロナを要求するULXの
特徴と矛盾しない。この間、最内縁温度は Tin = 0.15± 0.01 keV、最内縁半はRin ∼ 26000 kmで、ともに数%以
内で一定だった。シュバルツシルトBHを仮定すると、BHの質量は 2900 M⊙、観測された光度は Eddington光
度の∼ 10%となり、中間質量 BH仮説を支持する。


